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第 2回 江府町学校運営協議会【概要】 

 

■期 日：令和３年 8月２５日（水） 

■時 間：１９：００～２０：３０ 

■場 所：江府中学校 多目的ホール     

 

＜会議出席者＞ 

【委 員】宮本会長、井上裕吉副会長、井上廉女委員、小椋委員、高津委員、 

藤原委員、白川委員、山本委員、川端委員、瀬尾委員、竹内委員 

（欠席：船越委員、遠藤委員） 

【事務局】富田教育長、景山課長、谷田参事、森田教頭、山本教頭、竹田CSＤ 

     坪倉 SSW  

１ 開会 

会長挨拶 

事務局報告（小学校裏山整備活動、ながら見守り活動、学校運営協議会担当者連絡協議会） 

瀬尾委員報告（奥大山江府学園制服検討委員会 新制服案決定） 

竹内委員報告（奥大山江府学園新 PTA組織、江府中学校同窓会の解散） 

２ 協議 

坪倉八重美 SSW（スクールソーシャルワーカー）紹介（健全育成部会へ参加） 

 ※部会協議（45分程度） 

   〇地域活性化部（小椋部長） 

  〇健全育成部（山本委員） 

〇学習・行事支援部（高津部長） 

  

 全体協議 

地 域 

活性化部 

下蚊屋荒神神楽体験について。中学校は 10 月 30 日（土）。事前に衣装、DVDを展示。10

月 22 日（金）13：30 から展示準備予定（展示期間 25～30 日）。小学校は 11月 27 日（土）

の土曜学習にて。観るだけではなく体験もさせたい。1か月程前に小学校と打合せ予定。 

地域との交流について。荒田川のオオサンショウウオ観察は県に協力を仰ぐことが出来る

が、今年度はコロナもあり実現は不可能。江府町の草花観察は、詳しい方に依頼予定。コ

ロナもあり、来年の夏休みに向けて、出来る準備を進める。参加集落選定。集落との打合

せ、と進めていく。洲河崎のカツラや木地師など候補はあるが、草花観察を最優先で。 

健 全 

育 成 部 

ながら見守り活動について。活動の周知、定着のため強化期間を年に 3 回程度設ける。次

回は 10 月４日～10 月 15 日を強化期間とする予定。 

小中学生地域ボランティア活動について。今年度はコロナ禍でイベントも無く、子どもを

参加させるのはどうか、ということで見合わせる。 

家庭教育支援について。勉強の事だけでなく、メディアとの付き合い方や私生活も家庭教

育。ワークショップを行い、親同士で子ども達の学校の様子や就寝時間、テレビやケータ

イの話を共有出来るような場を設けると良いという話になった。 

学習・行

事支援部 

小学校農園の活用について。野菜は大根とカブ。活動開始は運動会（9/11）以降。種まき

を下学年 9月 16日（木）15：00 から、上学年４～6年生は 9月 17 日（金）13：00～13：
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３ その他 

 

４ 閉会 

20 に行う。15日の休憩を利用して、種まき準備。参加者の募集について、子ども達へ 9月

1日に募集開始。9月 6日に子どもの声で防災無線にて一般募集。昨年に引き続き、宮本会

長や地域の方に耕うんや畝づくりで協力いただきたい。また、民生委員の方にも声を掛け

る。掛け算九九を地域の方に見てもらうという話が出た。今後検討していく。 

会 長 地域活性化部について、神楽体験は計画通りに実施していただきたい。コロナで状況が変

わるとは思うが、予定通りであるよう願う。オオサンショウウオは特別天然記念物で、慎

重にすべきであるので、今年度は断念でも仕方ない。草花観察は交流の集落を選定し、地

域の方の協力を得て親子で学ぶ活動となる。 

健全育成部について、ながら見守り活動の強化期間は良いと思う。家庭教育についてのワ

ークショップも是非実現出来れば良い。 

学習・行事支援部の大根クラブについて、出来ることは協力する。掛け算九九を地域の人

に聞いてもらうという話があったが、非常に良いと思う。 

それぞれの部会で出た意見について、実現に向けてご尽力いただきたいと思う。 

事 務 局 今後は必要に応じて、部会などを設定し、進めていく。 

事 務 局 次回の学校運営協議会は、12 月頃を予定。その後 2月に学校評価、3月に翌年度の学校経

営方針についてを予定。 

11 月開催予定の全国コミュニティ・スクール研究大会の紹介チラシを皆さんに配布した。

オンラインもあるので、希望があれば事務局にお声掛けを。 


